
ジョージア西部イメレティ地方、女性醸造家誕生

黒海からの風がブドウの生育に好条件

無農薬で育つ地場品種をクヴェヴリでマセラシオン

Vartsikhe MaraniVartsikhe Maraniジョージア
ヴァルツィヘ・マラニ

首都のトビリシから西北西へ約230km、車で3時間半かけてジョージア西部のイメレティ地方の中心都市クタイシの町へ。

15世紀以降イメレティ王国の首都でもあったこの町は、西にある黒海からは約100キロ内陸に位置し、バグラティ大聖堂やゲラティ修道院の2つの世

界遺産があります。そのクタイシから真南へ20km、約30分車で走ったヴァルツィヘ村に今回の生産者ヴァルツィヘ・マラニがあります。

マラニ（Marani）とは、ジョージア語で“クヴェヴリが埋めてある場所”、翻って現代では醸造所を指します。

オーナーのDavit Tsertsvadze(ダヴィト・ツェルツヴァゼ）氏は黒海沿岸とジョージア西部山間部での

ホテル経営を中心としたビジネスを生業としており、好奇心旺盛でヴァイタリティに溢れた人物、

この村の名前をワイナリー名に据えるだけあって、この地域への想いはかなり熱いものがございます。

ワイナリー設立は2015年。

①イメレティ地方の伝統的かつユニークなワイン造り（つまりクヴェヴリを使用したマセラシオン醸造）

②イメレティ地方の農業を通じた地域経済活性化

③自らのワイン造りを通じて、クタイシの町を中心とした自然環境へ配慮した持続可能な観光産業の育成

以上3つの基本コンセプトを掲げ、ワイナリーは設立されました。

さらには、ビオ農法と循環可能型農業の確立によって、ローカルな地場品種とクヴェヴリをつかった伝統的なワイン製法がより広範で深い認知を得る

事を将来的なゴールとしております。

設立同年に黒ブドウ、オツハヌリサペレを醸造所のすぐそばの土地に植樹しております。代々、人の手が全く入ってこなかった野生の土地ですので、

農薬や化学肥料の影響を一切受けておりません。いわゆるビオの農法を志す彼らにとってはうってつけの土地です。

今回入荷した全てのワインは、イメレティ地方の無農薬農家から購入した所謂買いブドウから造られたワインですが、数年後には自分たちで作ったオ

ツハヌリサペレがお目見えになると共に、今後は同様に手つかずの野生の土地に白ブドウのツィツカ、ツォリコウリ、クラフナ、黒ブドウのオジャレシ、ゼル

シャヴィ、アレクサンドロウリを植樹予定。植樹区画はフランスのコンサルタントの指導の下、土壌や気候、ブドウ品種に合わせて台木と区画が選定さ

れ行われる予定です。畑はもちろん完全な無農薬のビオの畑です。

醸造を担当しているのは、フランスの大学で農業と醸造学を学び、ドイツとニュージーランドで計3年、その後ジョージア国内に戻り2年の現場修行を

終えたAna Khitarishvili(アナ・ヒタリシュヴィリ）、女性醸造家です。

さらには、カヘティ地方のTchotiashvili Marani(チョティアシュヴィリ・マラニ）のKakha(カハ）氏が醸造コンサルタントとして技術と経験をかしております。

女性ながらの繊細な感性にカハの技術と経験が見事に融合し、内陸のカヘティ地区のワインとは正反対の女性的で輪郭がクリアな上品な味わい

に仕上がっております。

【醸造のポイント】

・100%除梗

・短期間の醸し（マセラシオン）

・細かい温度コントロール下での、クヴェヴリでの醸し（マセラシオン）、発酵・熟成

・醸し（マセラシオン）の際には、直接破砕（プレス）したジュースと共に果皮・果肉・種を白は30%、赤

は60%をクヴェヴリで醸す

・樽は発酵・熟成の過程で一切使わず、クヴェヴリでの醸し・発酵・熟成の後には時によりステンレス

タンクをデブルバージュ用に使用
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